


  



はじめに 

平成 10 年に山形村一般廃棄物最終処分場“サンクス BB”（長野県）と南魚沼郡広域事務組合桝

形山最終処分場（新潟県）が供用されてから、現在、建設中のものを含め 71 件（平成 28 年 8 月

時点）のクローズドシステム処分場（以下、「ＣＳ処分場」と言う）が存在します。そのような建

設事例や建設技術に関するノウハウが蓄積され、現場経験を踏まえた「クローズドシステム処分

場技術ハンドブック」（以下、「ＣＳ技術ハンドブック」と言う）が、平成 24 年 12 月にオーム社

より出版されました。 

最終処分場は、立地場所の地形・地質条件および気象条件、そして埋立対象となる廃棄物の条

件などによって、オーダーメードで計画・設計されます。より良い最終処分場とするためには、

計画・設計者の意図を反映した十分な施工を行うことは勿論、計画・設計段階で想定されていな

かった事象が生じた場合にも、適切な対応を行うことが重要です。同様に、最終処分場が完成し

てからも、埋立が終了するまでの期間、さらに廃止となるまでの長期間、最終処分場を適切に維

持管理することが求められています。特に、ＣＳ処分場の場合は、従来のオープン型の最終処分

場とは異なり、維持管理を適切に行わないと、作業従事者の健康への影響や事故、廃棄物の安定

化の遅延、覆蓋の倒壊事故など、大きな被害につながりかねません。環境保全と廃棄物の安定化

の双方の目的を満足させるためには、ＣＳ処分場の適切な維持管理が重要となります。 

維持管理は、「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理要領 2010 改定版」が基本です。それ

を補足するものとして、従来のオープン型最終処分場を対象とした維持管理マニュアルについて

は、日本廃棄物コンサルタント協会の「最終処分場維持管理マニュアル」、全国産業廃棄物連合会

の「産業廃棄物最終処分場維持管理マニュアル」があります。また、平成 17 年 6 月に、クローズ

ドシステム処分場開発研究会（現ＮＰＯ・ＬＳＡと合併前）より、ＣＳ処分場の埋立作業環境の

保全と周辺環境を保全するための「クローズドシステム処分場維持管理マニュアル（初版）」が作

成されました。 

 初版を作成した当時は、ＣＳ処分場の事例も少なかったため、基本的な維持管理を中心に整理

させて頂きました。本書は、初版をスタンダードとして踏襲するとともに、新たに加わった知見

や経験を反映させて作成された第二版です。 

 特に、ＣＳ処分場の供用が長期化すると、処分場を管理する自治体担当者の異動に伴い、建設

当時の計画や設計者が抱いていたＣＳ処分場の維持管理の考え方が希薄になってしまう傾向があ

るとお伺いしています。勿論、計画・設計当時とは状況は異なるので、臨機応変に対応すること

で問題はありません。本書は、特に自治体担当者が異動などにより交代する際に、維持管理につ

いて把握して欲しいことを中心に網羅的に記載しています。そして、地域によって異なるＣＳ処

分場の維持管理のあり方を、現場管理されている皆様と相談しながら議論し、日々の維持管理を

マニュアル化できることを目指して作成したものです。本マニュアルなどに対するご意見、事例

の提供などございましたら、事務局まで御連絡頂きますと幸いです（連絡先は巻末にあります）。 

平成 29 年 1 月 

特定非営利活動法人 最終処分場技術システム研究協会（ＮＰＯ・ＬＳＡ） 

理事長 古市 徹 



 



①対象者

ＣＳ処分場のユーザー（自治体等担当者、作業従事者）、およびこれからＣＳ処分場の新規建設

を検討されている皆様を対象といたします。 

②バージョンアップ（更新）

今後、散水方法など具体的な維持管理方法の事例をＬＳＡで収集・整理し、情報提供を行う予

定です。 

③ＣＳ処分場の様々なタイプに対応

ＣＳ技術ハンドブック記載のシステム構成パターン（無放流式など）や廃止のパターン（埋立

終了後の覆蓋移動の有無など）別に、特に重要となる維持管理の考え方について記載しています。 

④チェックリストの掲載

日常の維持管理の項目としてご利用していただくための表をできるだけ多く掲載しました。各

処分場の形態や状況に応じて、カスタマイズしてご利用下さい。 

本維持管理マニュアルは、皆様に本マニュアルから必要事項を抜粋し、施設や設備（以下、「施

設等」と言う）の形態に応じた維持管理マニュアルを作成していただき、運用していただくこと

を想定して作成されています。

特に下記のような状況で、本マニュアルは非常に有用です。

①自治体担当者の引き継ぎ時、あるいは

②現場作業従事者の変更時において

ＣＳ技術ハンドブックと一緒に通読し、維持管理の重要性や各維持管理項目の目的、意義につ

いて認識する。

③施設見学者への対応時において、事前にＣＳ技術ハンドブックと一緒に通読し、ＣＳ処分場全

般の知識の再認識をはかる。

④定期的に、あるいは、覆蓋移動時、埋立終了時などの段階の変わり目にＣＳ技術ハンドブック

と一緒に通読し、維持管理項目を見直し、段階に応じた維持管理マニュアルを整備する。

⑤浸出水水質の悪化、浸出水処理施設の不具合などの問題が生じた際、原因究明と対策のために

利用する。

⑥天災や人災時に、その対応策を確認するために利用する。

※なお、本書において四角（□）で囲った内容については、特に重要な項目である。

【本書の特徴】 

【本マニュアルの役割と使い方】 
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(2)浜田市不燃ごみ処理場（浜田市） 

http://www.city.hamada.shimane.jp/www/contents/1001000001139/index.html 
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 (3)最終処分場（留萌南部衛生組合） 

http://www1a.biglobe.ne.jp/ru-nanbu/disclosure/mainte_info.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  特定非営利活動法人 最終処分場技術システム研究協会  

〒108-0074 東京都港区高輪 3 丁目 23 番 14 号 シャトー高輪 401  

TEL:03-3280-5970 FAX:03-3280-5973  
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